
児童生徒の知的障害の状態や学習状況、経験等に応じて、教材・教具や補助用具などを工
夫するとともに、コンピュータや情報通信ネットワークを有効に活用し、指導の効果を高め
るようにすること。

知的障害者である児童生徒に対する教育

知的障害の児童生徒に対しては、
抽象的な事柄の理解と話し言葉によるコミュニケーションの代替に活用

例）視覚的に学べる
教材により、算数での
集合数と順序数の概
念の違いといった抽象
的な概念を理解する
ことができる。

発語による意
思表示が困難な
児童生徒でも、
アイコンを押すこ
とで意思表示が
できる。

例）時計を読むことが
困難な児童生徒でも
、視覚をとおして残時
間を把握することがで
きる。

教員 の
教材準備
時間の短
縮にも貢
献できる。

 発語による意思表示を代替

 理解が困難な事項を視覚的に理解  段階的に学ぶための教材の準備が容易

 抽象的な事柄を視覚的に理解＜ドリルソフト＞
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